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（1）ＫＭ2025ランナーアンケートの概要

（2）ＫＭ2025の石川県内への経済波及効果

（3）ランナーの参加回数別消費単価・同行者比率

（4）県外ランナーの観光動向

（5）まとめ

構成
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【表１】 KM２０２５ランナーアンケート（国内）回答者

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・今回のアンケート（国内）回答
者は２,８８６人
・ 回答者の地域別の構成は事
前登録者（１５，９４１人）の地域
別構成と近似しており、アン
ケートの結果は母集団の状況
をほぼ反映しているものと考え
られる。
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【表２】 ランナーアンケート回答者地域別内訳の推移

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成
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【図１】 参加ランナー同行者比率の推移

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・参加ランナーの同行者比
率は、海外ランナーの同行
者比率が極めて高いなど前
回大会【KM2024】と比べて
大きな変化はなかった。
・加えて、隣接県参加者、遠
隔県参加者、金沢市参加者
の同行者比率にも大きな変
化はみられなかった。
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【図２】 県外ランナーの地域別同行者比率の推移

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・地域別にみた同行者比率は、隣接県よりも遠隔県の方が高くなる傾向がある。
・隣接県・遠隔県ともに大きな変化は見られなかったが、今回、近畿圏の同行者比率
は大きく上昇した。
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【図３】 参加ランナーの消費単価の推移

・全体の消費単価は上昇したも
のと考えられる。
・これには、消費単価の相対的
に高い海外ランナーや遠隔県
ランナーの消費単価がさらに上
昇したことが挙げられる。
・海外ランナーについては円安
の影響が、遠隔県ランナーにつ
いては物価上昇が影響してい
るものと考えられる。
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【図４】 県外ランナー 地域別消費単価の推移

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・遠隔県ランナーの消費単価が49,452円まで上昇、とくに関東圏ランナーの消費単価
は55,264円まで上昇した（関東圏ランナーの消費単価の水準が他圏域に比べて相対
的に高くなるという傾向自体に変化はない）。
・また、海外ランナーの消費単価も初めて14万円を上回ることとなった。
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【表7】 消費総額の推計

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・前回【KM2024】と比べると、参加ラン
ナー増加から、ランナー消費額、ランナー
同行者消費額ともに増加。
・一方で、悪天候の影響もあって沿道応
援者数が減少したことから、沿道応援消
費額は減少。
・以上により、参加ランナー等の消費額や
その他の関連する消費額、さらには、大
会運営費全て合計すると、約２１．１億円
の消費が発生したものと推計される。
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【図５】 石川県内への経済波及効果額の推移

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

【表８】経済波及効果推移 （単位：百万円）

・KM2025開催による石川県
内への経済波及効果は、マラ
ソン参加者等が県内で消費す
ることによって生まれる「直接
効果」が１６．３億円、直接効
果によって誘発される「第1次
波及効果」が３．９億円、「第2
次波及効果」が２．６億円とな
り、全体の経済波及効果は
２２．８億円となった。
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【図６】【図７】 ランナー参加回数別分析

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・国内ランナーのリピーター比率は安定的に推移。
・リピーター比率が高まっていくことは初めて参加するランナーの比率が低下していくこと
でもあり、むしろ、イベントの活力を維持・強化していくためには一定程度の参加者の新陳
代謝が必要。ある程度のリピーター比率で安定的に推移していくことが望ましい。
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【図８】 ランナー参加回数別消費単価の推移

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・消費単価を県内外で比較
すると、県外の消費単価が
圧倒的に高い。
・一方、参加回数を重ねても
消費単価は県外・県内とも
に比較的安定している。
※県外の8回目以降の消費
単価の振幅が大きいのは、
サンプル数の制約による影
響と考えられる。
・なお、全体の消費単価が
回を重ねるごとに低下する
のは、県内・県外ランナーの
構成比の変化によるもの。
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【図９】 ランナー参加回数別同行者比率の推移

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・回を重ねるごとの同行
者比率を県内外で比較
すると、大きな差が生じ
ることを明確に確認する
ことはできない。
・また、回を重ねるごと
の同行者比率の変化
（低下傾向、或いは上昇
傾向）についても、明確
に確認することはできな
い。
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【表11】 県外ランナーの観光動向

資料：KM2025ランナーアンケート結果をもとに作成

・県外ランナーの実観光者比率
や一人当たり観光件数は、前回
【KM2024】と比較して、大きな
変化はみられない。
・なお、訪問した観光先につい
てのアンケートでは、能登半島
地震の影響から、【KM2024】に
引き続き、輪島朝市や和倉温泉
といった選択肢は除外している。
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まとめ（１）

・KM2025の開催による経済波及効果は約２２．８億円と推計される。
前回大会【KM2024】 の経済波及効果約２１．８億円と比べると約１億円の増加
となった。また、過去のピークである2019年大会【KM2019】の約２２．６億と比
較しても、それを僅かながらも上回ることとなった。

・前回大会【KM2024】に比べて、経済波及効果額が増加したのは、国内ラン
ナーの増加や、消費単価の上昇（ただし、多分に物価上昇の影響もあると思わ
れる）が影響している。とりわけ、海外ランナーの増加や円安の影響もあって海
外ランナーの消費単価がさらに上昇したことも影響している。

・一方、参加ランナーが増加した割には、2019年大会【KM2019】とほぼ同水準
の経済波及効果にとどまったのは、悪天候により沿道応援者が減少した影響
が大きいと考えられる。
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まとめ（２）

・経済波及効果をさらに高めていくための対応としては、

⇒消費単価が高い関東圏をはじめとした遠隔県ランナーの参加を促してい
くこと。（※）
⇒相対的に同行者比率や消費者単価の高い海外ランナーの参加を促して
いくこと。（※）
※そのためには、金沢市及び金沢市周辺だけではなく、能登地方につい
ても観光の魅力度を高めていくことや、市内観光を行う際の一層の利便
性向上を図ることは極めて重要。

⇒金沢マラソンが石川県の一大イベントとして地元住民や隣接県民により
一層浸透し、主体的な参加意識を醸成していくこと。
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